日に 焼けた 頰、 天鵝絨の やうに 柔ぃ 目、 きっと 結んだ、 

うしろ 

薄くない 唇、 それに 背後で 六遍 巻いて ある、 濃い、 黒 

い 髪。 どこ を 見ても 目を悦 ばせ るに は 十分で ある。 併 

し此 女の 表情 は 亭主の ドルフが 傍に ゐる 時と、 ゐ ない 

時と で 違 ふ。 ゐ ない 時 は、 やさしく、 はにかんで ゐる 

かと 思 ふと、 なぜと 云 ふこ ともなく 度々 陰気な 物案じ 

に 陥い る。 ドルフが 出て さへ 来れば、 情の ある 口の 

両脇に 二 本の※ 〔# 「ころもへ ん+ 辟」、 144- 上 が 出来 

て、 上唇 を 上へ 弔り 上げる。 そして 水 を 離れて 日に 照 

された 櫂の やうに 光る 白 歯が 見える。 哀しい 追憶 を 隠 

す、 重い 帷 が 開く やうに、 眉の 間の 皺が 展 びる。 水 



しょ，. （- 

から 引き上げた 網の 所々 に 白魚が 光って ゐる やうに、 

肌の 隅々 から、 喜が 赫き 出す。 そんな 時には、 リイ ケ 

は ドルフの 目をぢ つと 見て、 手を拍 つて 笑 ふので ある 

今の 処 では 此 女の 両方の 頰が、 炉の 隙間 を 漏る 火の 

光で、 干 鮭の 切身の やうに 染まって ゐる。 そして 

手 為 事 を 見詰めて ゐる、 黒い 目が 灰の 間から 赫く 炭火 

の やうに 光って ゐる。 併し 光って ゐ るの は それば かり 

では 無い。 耳輪の 金と 約束の 指輪の 銀と も 光る ので あ 

る。 

しラ とめ 

姑 は 折々 気を附 ける。 「お前ら くにして お出 かい。 

足が 冷え はしない かいご 穿いて ゐ るの は、 藁 を 内側に 



ら ぬかと 云 ふ 当惑で ある。 併し これと 同時に、 ドルフ 

は そっと リイ ケに目 食 はせ をした。 これ は笑談 だと 云 

ふ 知らせの 目 食 はせ である。 

母 は それに は 気が 附 かずに、 右の 拳で 左の 掌 を 打 

つて 云った。 「ドルフ や。 牛乳な しで はどうに もしよ 

うがない ね。 わたしが 町まで 往 かなくて はなる まいね。 

ほんに、 お前の やうな 大男 を 子に 持って ゐて、 これで 

は。 - 

「まあ、 お 待なさい よ。 今 わたしが リイ ケの 椅子の 下 

から、 魔法で 牛乳 を 出したら どうで せう。 おつ 母さん、 

キス をして 下さいます か。 さあ、 どうです。 早く 極め 



ことが 出来ません から ご かう 云って、 リイ ケは 夫の 胸 

に鎚 つた。 そのと たんに リイ ケが 少し 身 を 反らせた の 

うみづき 

で、 産 月に なった 女 だと 云 ふこと が 知れた。 

「さあ/ \ これから お菓子 を掊 へる の だ ご 婆あさん 

むしなべ 

は 先に 立って、 ドルフの 買って 来た 物 を 蒸 鍋に 入れて、 

杓子で 搔き 交ぜ はじめた。 袖 を 高く たくし上げて、 茶 

色の 腕 を 出して、 甲斐々々 しく 交ぜる ので ある。 交ぜ 

てし まふと、 蒸 鍋 を 竈の 傍に 据 ゑて、 上に 切れ を 掛け 

やきな ベ 

て 置く。 爺い さん は 焼 鍋 を 出して、 玉葱で こすって、 

一 寸 火に 掛けて 温める。 ドルフと リイ ケとは 林檎 を剝 

いて、 心 を 除け て 輪 切に して ゐる。 



横目で それ を 見ながら、 平手で 口 を 押さへ て、 笑声 を 

漏さぬ やうに して ゐる。 ドルフ はやう/ \ 母親の 背後 

に 来て、 「わ あつ」 と 声 を 出しながら、 鍋を視 いた。 併 

し ネル ラは 息子の 来る の を 知って ゐ たので、 すぐに 蓋 

をして、 振り返って 腰 を 屈めて 礼 をした。 

ドルフ は 笑って 云った。 「おつ 母さん、 駄目々々。 

わたし はちゃ あんと 見ました。 シッぺ の 檀那のと この 

古 猫を摑 まへ て、 魚 蠟の蠟 で 煮て ゐ るので せう ご 

「さう だと も。 今に あっちの 焼 鍋の 方で は、 鼠 を 焼い 

て 食べさせます。 もう わたしに 構 はないで 食事 を斿へ 

ておくれ ご 



ラを 

れた 魚の やうに、 焼 立の 菓子が 落ちて 来る。 婆あさん 

は 出来 損った の を 二つ 取って 置いて、 それ を 皿に 載せ 

て、 爺い さんの 傍に 腰 を 卸して 食べた。 

ドルフが 起って、 今日 菓子屋が 店に 出して ゐる やう 

な 人形の 形 をした 菓子 を 焼かう とする。 最初に 出来た 

の を、 リイ ケの 皿に 取って 遣る と、 まだ 熟く 焼けて ゐ 

なかった ので、 はじけて 形が めちゃく になる。 それ 

から 何遍も 焼いて 見る うちに、 とう/ \ 手足の ある 人 

形ら しい 物に なった ので、 林檎 を 顔に して、 やっと 満 

足した。 

トビアス は ドルフに 言ひ附 けて、 部屋の 隅の 木屑の 



も ある ぜ。 今に 子供が 二人になる の だ ご 

リイ ケは 両手で ドルフの 頭 を 挾んで、 両方の 頰にキ 

うま 

ス をした。 丁度 甘い 物 を 味 ひながら ゆっくり 啜る やう 

な キスであった。 「ねえ、 あなた。 生れたら、 矢つ 張 可 

哀 がって 下さる でせ うか ご 

ドルフ は 誓の 手 を 高く 上げた。 「天道様が 証人 だ。 

己の 血 を 分けた 子の 様に 可哀 がって 遣る ご 

炉の 火が 音を立て、 燃える。 短くな つた 蠟燭 がぶ 

つ/^ 云 ひながら 焰を ゆらめかす。 今度 は ネル ラ 婆あ 

さんが 心 を 切る こと を 忘れて ゐ たので、 燃えさし が 玉 

の やうに 丸くなって、 どろく した、 黄い ろい 燭 涙が 



添へ て、 炉の 下に 置く ことにな つて ゐる。 金の ある 家 

では、 その 枯草ゃ 胡 蘿蔔の 代りに、 人形 や、 口で 吹く 

ハル モニカ や、 おもちゃの 胡弓 や、 舟 底の 台に 載せた 

馬なん ぞを、 菓子で 掊 へたの を 買 ふので ある。 

て^' お. P 

「あの 影 は それ を 買 ひに 往く 父親 や 母親 だ らう」 と 思 

つたので、 ドルフ は 重荷 を 卸した やうな 気がして、 太 

い 息を衝 いた。 

それでも 霧の 中の 瓦斯 燈が 葬の 行列の 蠟燭の やうに 

見える こと は、 前の 通で ある。 その上 其 火が 動き出す。 

波止場の 方で、 集まったり、 散ったり、 往き 違ったり、 

入り乱れた りする。 丸で 大きい 蛾が 飛んで ゐる やうで 



ある。 「どうも 己 は 気が 変にな つたの ぢ やない か 知ら 

ん。 あの 蛾 は、 あれ は 己の 頭に ゐ るの だら う」 と、 

ドルフ は 思った。 

た いまつ 

忽ち 人声が 耳に 入った。 岸 近く 飛び かふの は 松明で 

ある。 その 赤い 焰を 風が 赤旗の やうに ゆるがせて ゐる _ 

ほかげ 

ちらつく 火影に すかして、 ドルフが 岸 を 見る と、 大勢 

の 人が 慌 だしげ な 様子 をして 岸に 立って 何 かの 合図 を 

して ゐる。 中には 真っ黒に 流れて ゐる 河水 を、 俯して 

見て ゐる もの も ある。 街燈 は 動き はしなかった が、 人 

の 馳せ違 ふのと、 松明が 入り乱れて 見える のとで、 街 

燈も 動く やうに 見えた の だと、 ドルフ は 悟った。 



忽ち 叫んだ ものが ある。 「ドルフ .ィ エツ フェルス 

し >J と 

を 呼んで 来い。 あいつでなくて は 此為事 は 所詮 出来な 

いご 

「丁度 好い。 ドルフが 来た ご ぢき 傍で 一 人の 若者が 

かう 云った。 

ドルフ は 此の 時 やっと 集ま つて ゐる 人達 を 見定める 

ことが 出来た。 皆 友達で ある。 船頭 仲間で ある。 劇 

まはリ 

く 手真似 をして 叫び か はす 群が 忽ち ドルフの 周囲へ 寄 

ひもの 

つて 来た。 中に 干魚の やうな 皺の 寄 つた 爺い さんが ゐ 

て、 ドルフの 肩に 手 を 置いた。 「ドルフ。 一 人 沈み さ 

うにな つて ゐ るの だ。 頼む。 早く 着物 を 脱いで くれ ご 



さに 息を屛 めて ゐる。 ドルフ は 瞳 を 定めて 河 を 見 卸し 

た。 松明が 血 を 滴らせて ゐる 陰険な 急流で ある。 其 時 

ドルフ は 「死」 と 目 を 見合せ たやうな 気がした。 渦巻 

き 泡立 つて ゐる水 は、 譬 へ ば 大きな 鮫が 尾で 鞭打 つ て 

ゐる やうで ある。 

「それ 又 浮いた」 と 人々 が 叫んだ。 

「リイ ケ。 勘辨 して くれ ご どん底が さっと 裂けた。 

流 は 牢獄の 扉の やうに、 ドルフの 背の 上に 鎖され た。 

群集の 中から 三人の 男が 影の やうに 舟に す ベリ 込ん 

とも づな しづ 

で 纜 を 解いた。 徐 かに 艫 を 操って、 松明の 火 を 波に 

障る やうに S く 持って 漕いで ゐる。 



も 助からない ことが、 ドルフに 分かった。 両脚 は締金 

で 締められ たやう になって ゐる。 二人の 間に は 激しい 

格闘が 始まった。 そして 二つの 体 は 次第に 河床の 泥に 

埋まって 行く。 死 を 争 ふ 怨敵の やうに、 二人 は 打ち合 

ひ 咬み 合 ひ、 引つ 搔き 合って、 ，膚 を 破り 血 を 流す。 と 

うく ドルフが 上に なった。 絡み 附 いて ゐた 男の 手が 

弛んだ。 そして 活動の 力 を 失った 体が、 ドルフの 傍 を 

水の まに/ \ 漂 ふこと になった。 ドルフ もがつ かりし 

た。 そして 危険な 弛緩 状態に 襲 はれた。 頭が 覚えず 前 

屈みに なって、 水が ご ぼくと 口に 流れ込む ので ある。 

此時 ドル フの 目に 水 を 穿 つて 来る 松明の 光が 映った。 



ド ル フは 最後 の 努力 を し て 、 自分が や つ と 貪婪な 鮫 の 

あぎと 

腭 から 奪 ひ 返した 獲 もの を、 跡の 方に 引き 摩って 浮 

いた。 ドルフ はやう/ \ の 事で 呼吸 をす る ことが 出来 

た。 

岸の 上の 群 は 騒ぎ 立った。 「ドルフし つかりし ろ」 

と 口々 に 叫んだ。 

数人の 船頭 は 河原の 木 ぎれ を 拾 ひ 集めて、 火 を 焚き 

のぼ 

附 けた。 焰は 螺旋 状に ょぢれ て、 暗い 空へ 立ち 升る。 

「こっちへ 泳ぎ 附け、 ドルフ、 こっち だ。 我慢し ろ。 

今一 息 だ ご 大勢の 声が 涌く が 如くに 起った。 

ドルフ はやう C 岸に 泳ぎ 附か うとして ゐる。 最後 



に 波の 被 さって 来る の を 感じた 其 男 は、 再び 鉄よりも 

堅く ドルフに しがみ 附 いた。 そして 二人 は 恐ろしい 黒 

い 水の 中に 沈んで 行かう とする。 

ドルフの 心のう ちから、 かう 云 ふ 叫 声が 聞え る。 「死 

ね。 ジャック • カルナ ヮ ッシュ 奴。 お 主と リイ ケの生 

む 子と は、 同じ 地 を倶に 踏む ことの 出来ない 二人 だ ご 

併し ドルフの 心のう ちから は、 今一 つかう 云 ふ 叫 声 

が 聞え る。 「助かれ。 ジャック. カルナ ヮ ッシュ 奴。 

己に もお 主の 母親の 頭 を 斧で 割る こと は 出来ない ご 



グ ルデン フィッシュ の 舟の 中で は、 一 時間 程 持 つ て 



ゐる 人達 も 内へ 帰る 時 だ ご 

リイ ケは 繰り返して 云った。 「あ、。 ドルフさん。 

なぜ まだ 帰 つて 下さらな い の だら う。 」 

ネル ラが リイ ケを 慰める 積で 云った。 「繫 つて ゐる 

舟で も、 河岸の 家で も、 もう 段々 明り を 消して ゐ ます _ 

ドルフ も 今に 帰って来 ませうよ ご 

併し ドル フは 容易に 帰らない。 

夜な か を 二 時 過ぎた 時、 リイ ケは ひどく 苦しくな つ 

たので 横にな つた。 プ ッゼル 婆あさん は 椅子 を 寝台に 

なって ゐる大 箱の 傍へ ずらせた。 ネル ラは 祈禱 をし よ 

うと 思って、 珠数を 取り出した。 それから 又 二 時間 過 



ともしび 

星の やうに うつる 燈火も ある。 そのうち 冷たい、 濁つ 

こ うぢ 

た、 薄緑な 「暁」 が 町の 狭い 巷 を 這 ひ 寄って 来る。 

かひば 

その 時 舟の 中で 赤子の 泣 声が 聞え た。 丁度 飼 場で 羊 

の 子が 啼 くやう に。 

「リイ ケ。 リイ ケご 遠くから かう 呼ぶ のが 聞え た。 

桟橋から ブ リッジへ、 ブ リ ッジ か ら小 部屋 へ と 駆け込 

むの は 誰 だら う。 別人で はない。 ドルフで ある。 うつ 

ら/ \ して ゐた リイ ケが目 を あいて 見る と、 ドルフ は 

床の 前に 跪いて ゐた。 

トビアス は 帽子 を 虚空に 投げ上げた。 ネル ラは 赤ん 

坊のロ をく すぐって ゐる。 プ ッゼル 婆あさん は 膝の 上 



葬式の 鐘が カー ぱいの 響 を させて ゐる。 其 音が 丁度 

難船 者 の 頭の 上 を 鷗が啼 いて 通る やうに、 空気 を 裂 い 

て 聞え わたる。 

長い 行列が 寺の 門の 中に 隠れた。 寡婦の 目の 涙の や 

にへ づく^ 

うに、 黒 布で 包んだ 贄卓 の蠟 燭が赫 く。 

寺の 石段に しゃがんで ゐる女 乞食に ドルフが 問うた。 

「町で 誰が 死んだ のかね ご 

「お 立派な お 内の 息子さんです。 お金 持の 息子さんで 

す。 ジャック • カルナ ヮッシ ュと仰 やい ます。 どうぞ 

お 冥加に 一 銭 戴かせて 下さい まし ご 

ドルフ は帽を 脱いで 寺に 這 入った。 そして 円柱 を楣 
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